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□
前
號

に
も

一
寸
御
披
露
致
置
候
沼
田
氏
寄
贈

の

金
は
、
本
誌
の
擴
張
に
使
用
致
候

へ
ば
、
毎
月
寫

眞
版

一
枚
を
増
す
の
み
に
て
も

一
ケ
年
に
て
盡
く

べ
く
、
若
し
石
版
を
増

せ
ば
二
三
ケ
月
よ
り
繼
續

出
來
不
申
候
う夫
故
、
本
誌

の
講
話
及
挿
繪

の
材
料

と
な
る
べ
き
美
術
書
及
畫
帖

の
類
を
購
入
致
す
事

に
決
定

致
候

。

□
讀

者
諸

君

の
う
ち
に
は

本
誌

の
發

展

を
望

ま
る

る
あ

ま
り
、
紙
數

や
挿
繪

の
増
加

を
急
激

に
希
望

せ
ら
る

々
方
々

も
有
之
候

へ
共

、
前

々
よ
り
申

上

候
通
り
時
間

も
經

濟

も
共

に
餘

裕

乏
し
く
、
自
然

進
歩

の
遲

々
た
る
は
吾
な

が
ら
殘

念

に
存

居
候

。

□

諸
君

の
御
催

従
な

く
と
も
、

本
誌

は
出
來

る
丈

け
理
想

に
近
き
よ
き
者

に
致
度
希
望

に
候

ま

ゝ
、

些

少
な

り

と
も
餘

裕

の
出
來
次

第
挿
繪

の
増
加
を

勉

め
居
候
、
其
發

達
の
程
度
は
本
誌
第

一
と

、
近

刊

の
諸
號

と
御
比
較
相
成
候

は
ゞ

思
半

に
過

る
事

と
存
候

。

□

本
誌

の
如
き
は
幸

に
他

の
美
術
雜

誌

よ
り
は
發

行
部
數

多
く
候

へ
共
、
夫

と
て
も
多
寡

の
知
れ
た

も

の
に
て
、
寄
稿

家

へ
の
報
酬
は

元
よ
り
編

者

の

車
代

す
ら
餘

す
の
餘

地

は
無

之
候
。

又
之

を
得

ん

と
す

る
心

も
無
之
候
。

□
併

し
挿
繪

の
多
き
雜

誌
は
、
刷
高

が
増

せ
ば
増

す

程
廉
價

に
出
來

上
る
も

の
に
て
、
假

に
現
在

の

發行
數

に
對

し

五
割

を
増

す

と
す

る
時

は
、
慥

に

猶

石
版
畫

一
枚
を
加
え

得

べ
く

、
若

し
十
割

を
増

せ
ば

三
枚
を
多
く
附

加
し
得

べ
く
候

。

□
故

に
若
し
諸

君

に
し

て
、
此

上
本
誌

の
進
歩

を

望

ま

る

ゝ
に
候

は

ゝ
、
讀

者

一
人

に

つ
き

別

に

一

人
宛

の
購
讀

者

を
勸

誘

せ
ら
れ
度

、
さ
す
れ
ば
前

記

の
通
り
紙
數

も
挿
繪

も
増

加
し
得

べ
く

、
編
輯

專

務

の
人

を
も
雇

ひ
得

べ
く
候
。

□
本

誌
編
者
は
爾
後
益

々
本
誌

の
發
達
を
圖
る
べ

く
候
に
付
、
讀
者
諸
君
も
共
に
盡
力
あ
ら
ん

こ
と

を
希
望
致
候
。

□
本
號

の
口
繪

は
、
特
に
ロ
ン
ド
ン
に
照
會
し
て

持
主

の
詐
容
を
得
し
も
の
に
付
、
無
斷
複
製
は
御

斷
り

申
候

。
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ロ
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ス
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錢

此
書
は
寫
眞
術
に
必
要
な
る
數
理
并

ひ
に
其
計
算

法

を
示
し
多
く
の
例
題
を
擧
げ
極
め
て
平
易
に
説

明
し
た
る
も
の
に
し
て
苟
も
寫
眞
機
を
弄

ぶ
も
の

に
は

一
日
も
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
好
參

考
書

な
る
ベ

し
、
猶
附
録

に
は
各
種
の
乾
板
及
白
金

タ
イ
プ
臭

素
紙
等

の
現
像
法
を
初

め
鍍
金
液
の
製
法
等
洩
さ

ず
記

さ
れ
た
れ
は
、
初
學
者
に
と
り

て
も
有
益
の

も
の
な

る
べ
し

◎
寫

眞

例

題

集

第
十
九
卷

第
二
十
卷

大

坂

桑

田

商

會
發
行

疊
紙
入
十
枚

一
組
各
金
參
拾
錢

何
れ
も
美
し
き
出
來
榮
な
る
が
第
十
九
卷

の
猫
は

名
畫

を
見
る
が
如
く
春
雨
、
寒
き
朝
、
鐘
樓

の
曉

等
は
位
置
に
於
て
優

れ
る
が
如
し
第

二
十
卷

は
何

れ
も
船
の
圖
に
て
位
置
と
し
て
吾
等

の
目
に
快
よ

き
は
雨
中
の
網
、
河
畔
の
曉
雲
、
春

の
水
面
等
な

り

■『み
づ
ゑ
』
の
代
金
を
郵
便
切
手
で
送
ら
る
ゝ
方

は
裏
の
糊
の
粘
か
ぬ
や
う
に
必
ず
間

に
紙
を
挿
ん

で
下

さ

い
(
發
送
係

)


